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令和７年度 事業報告書 

社会福祉法人みその会 

 １ 事業総括 

（１）はじめに 

  

 ２０２５年の我が国は、人口減少と少子高齢化が一層進行し、２０４０年

に向けて高齢者人口がピークを迎えることが確実視される中、地域社会の

在り方が大きく問われる一年となりました。高齢世帯や単身世帯の増加に

伴い、医療・介護・住まい・貧困など複数の生活課題を併せ持つ住民が増加

し、福祉ニーズは多様化・複雑化しています。 

 一方で、かつて地域の支え合いを担ってきた地縁・血縁・社縁による互助

機能は低下し、地域社会のつながりの希薄化が進んでいるように感じられ

ます。こうした状況を踏まえ、当法人は地域共生社会の実現に向け、地域の

中核として役割を果たせるよう、引き続き取り組みを推進してまいります。 

 

（２）法人本部 

令和７年度は、通所介護事業および居宅介護支援事業所の双方において、利用

者の急な入院や入所が相次ぎ、稼働率が計画値に届かない厳しい一年となりま

した。加えて、物価高騰や最低賃金の引き上げに伴う事業費・人件費の増加が法

人財政に大きな影響を及ぼし、経営環境は一段と厳しさを増しました。 

また令和６年度の介護保険制度の解釈の違いから招いた看護師配置不足によ

る過誤返戻として多額の返戻金が法人にとって大きな負担となりました。 

事業運営においては、通所介護では目標とした稼働率の低迷が続いた一方、 

１０月には過去最高の利用延べ人数を記録するなど利用促進の成果もみられま

した。 

人材面では、３名の退職者が出てしまいました。メンタル面を含む職員支援体

制が十分とは言えず、安心して働き続けられる職場環境つくりが急務であるこ

とが明らかとなりました。人材は法人運営の根幹をなす最も重要な基盤であり、

この基盤が安定してこそ質の高いサービスの提供が可能となります。 

令和８年度は事業基盤の確立と地域貢献活動の推進に向け、職員が安定して

働き続けられる環境整備とともに、人材育成及び定着に向けた取り組みを一層

強化してまいります。 

 

 

 



令和 7 年度 デイサービスセンター希繋 事業総括 

【中期的重点計画①】職員の質の向上 

【成果】 

• 個人の課題明確化: 「振り返りシート」の運用により、職員個々人が自身の課題を認識する土

台ができました。 

• 発信力と地域貢献: 職員が講師を務める研修を実施し、事業所内だけでなく地域住民への働き

かけを行うことができました。 

• 固定観念の打破: 「高齢者だから」という偏見を捨て、ハロウィンやクリスマスでの仮装など

新しい行事を職員発案で実施し、利用者の楽しみを創出しました。 

• ケース検討の定着: 毎月の職員会議では、1～2 名の利用者を対象にケースカンファレンスを

実施し、全職種で統一した対応が可能となりました。さらに、ケースカンファレンス以外にも対

応方針の検討が必要な利用者について、職員会議の場で意見交換を行い、職員間で共通理解を深

めることができています。 

• 専門性の発揮: 管理栄養士（食中毒予防・嗜好調査による食事改善）、理学療法士（車椅子祖

操作の基本・嚥下）、看護師（感染対策・手指衛生）等、それぞれ専門研修を主催し、ケアの質

向上に寄与しました。 

【課題】 

•「振り返りシート」の運用により 個人の課題は明確になったものの、事業所としてそのスキル

アップをどう具体的に支援・協力していくかという体制づくりに難しさがあります。 

• 家族交流の再開: コロナ禍以降、以前実施していた「家族・利用者合同の日帰り旅行」や「家

族交流会」が中断しており、今後の再開・検討が課題です。 

 

--------------------------------------------------------------------------------  

【中期的重点計画②】日中活動の充実 

●自宅での活動や自立（自律）生活につながる活動のあり方 

【成果】 

• 役割の創出: 畑仕事、食器洗い、マジック披露、習字クラブなど、利用者の興味や能力に応じ

た具体的な「出番（役割）」を提供できました。 

• 選択性の確保: 常に 3 つ程度のレクリエーションを用意し、利用者が「自分で選べる」環境を

整備しました。 

• 季節感の提供: 桜や紅葉の季節に合わせたドライブ外出、BBQ、夏祭り、運動会、クリスマス

会などを実施し、四季折々の楽しみを提供できました。 

中期的重点計画総括 

• 職員に関して: 日々の業務等において依然として受け身な姿勢に課題を残しつつも、新たな行

事や研修といった取り組みにおいては自ら発信・企画を行い、それを組織全体で協力して形にす

る成果が得られました。また、各部門が専門職としての知識を発信し、全体で共有することがで

きています。 

• 利用者支援に関して: 画一的なレクリエーションではなく、個々の「得意」や「選択」を重視

したことで、生活意欲を引き出すと共に、利用満足度の向上にもつなげることができた。 



• 今後の展望: 職員個人の課題に対する組織的な教育支援体制の構築と、コロナ禍で希薄になっ

た「ご家族との交流行事」の復活、これらを通じて、地域・家族・事業所が一体となった支援体

制のさらなる強化を目指します。 

--------------------------------------------------------------------------------  

【短期的重点計画①】通所介護事業の基盤整備 

●通所介護事業の稼働率の確保 

 

【成果】 

 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月  

延べ人数 707 694 631 683 657 703 

稼働率(％) 90.6 85.7 84.1 84.3 84.2 90.1 

 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月  

延べ人数 743 678 719 608 592 639 8054 人 

稼働率(％) 91.6 90.3 89.1 84.4 82.2 82.1 平均 86.6％ 

 

• 実績: 年間平均稼働率 約 86.6％（後半の 9 月～11 月は 90％台へ回復）。 

• 意識改革: 毎月の職員会議にて、利用登録者数や稼働率の数値を全職員で共有したことで、現

場スタッフにも経営意識が芽生えました。 

• 柔軟な調整: 欠席が出た際に、他利用者への「臨時利用」や「振替利用」の提案、登録数の調

整を柔軟に行うことが定着しました。これにより、キャンセル分の穴埋めと利用者ニーズの充足

を両立できました。 

【課題・未達要因】 

• 稼働率の低下時期（5～8 月、1 月等）: 新規申し込みが少ない時期と、既存利用者の体調不

良による入院・長期欠席が重なったことが主な要因となり、一時的に稼働率が低下しました。 

 

 

●広報誌の発行やホームページを通じての情報発信 

【成果】 

• SNS 活用: インスタグラムのストーリーズ機能を活用し、「お持ち帰り弁当」の紹介をタイム

リーに発信することができました。「季節ごとの行事」の様子を投稿出来ています。 

• 広報誌: グループ法人での広報を作成し、各利用者への配布を行いました。 

【課題】 

• 発信内容の偏り: 行事などの「特別な日」の発信はできていますが、事業所の日常的な雰囲気

や、普段の何気ない様子（日常のケアの良さ）の投稿が不足しています。 

• 配布範囲: 広報誌の配布が利用者及び一部地域にとどまっており、より広範囲への周知が今後

の課題です。 

--------------------------------------------------------------------------------  

【短期的重点計画②】サービスの安定的な提供 

●感染症・災害対策の徹底 

●高齢者虐待防止・身体的拘束などの適正化の推進 

●安定的にご利用者様を受け入れられる体制作り 



【成果】 

• 委員会の定着: 感染症対策委員会および虐待防止委員会を計画通り定期的に開催し、周知徹底

を図ることができました。 

• 訓練実施: 下半期に避難訓練（シミュレーション）を実施し、災害時の対応を確認しました。 

• 研修と実績（虐待・拘束）: 職員会議にて虐待防止研修を実施し、意識啓発に努めた。 

今年度の身体拘束事例および虐待事例は発生なし。 

• 重度者対応: 重度利用者の受け入れ自体は進み、必要な情報共有も一定レベルで行うことがで

きました。 

 

【課題】 

• 情報伝達の格差: 既存職員間では共有できていても、新人職員等への伝達が不足する場面があ

り、職員の不安や不満を招く結果となりました。初期のオリエンテーション、マニュアル活用や

引き継ぎ体制の再強化が必要です。 

--------------------------------------------------------------------------------  

【短期的重点計画③】地域との交流および地域活動への参加 

●地域との交流と地域への発信 

【成果】 

• 専門職派遣: 「いきいき地域カフェ（法人内居宅介護支援事業所主催）」へ講師として当事業

所の職員を派遣し、地域住民との直接的な交流および専門知識の還元を行うことができました。 

• 共同イベント: グループ法人（NPO 法人ケアリング）と連携し、地域を巻き込んだイベント

「ケアリング祭り」を主催・開催し、地域住民が気軽に立ち寄れる機会を作りました 

 

短期的重点計画総括 

 

本年度は、「事業基盤の強化」「サービス提供体制の安定化」「地域との関係構築」の３点を重点方

針として取り組みを進め、全体として着実な成果を上げることができた。特に、職員の経営意識

が高まり、振替利用の提案や柔軟な利用調整が現場で自然に行われるようになるなど、組織とし

ての成長が見られた。また、地域イベントの開催や専門職派遣を通じて、地域とのつながりを形

にできたことも大きな成果である。 

一方で、課題も明確になった。特に、既存職員と新人職員の間に、経験差や情報量の違いから生

じる“情報共有の溝”が見られ、業務の理解度や安心感にばらつきが生じる場面があった。既存

職員間では共有されている内容が、新人職員には十分に伝わらず、不安や負担につながるケース

も確認された。この点は、マニュアル整備、引き継ぎ体制の強化、標準化された情報共有の仕組

みづくりなど、組織として改善すべき重要な課題である。 

また、広報活動においては、行事中心の発信に偏りがあり、日常的なケアの魅力を地域へ十分に

伝えきれていない点も改善が求められる。 

来期は、これらの課題に計画的に取り組み、より安定した運営体制の構築を図るとともに、組織

全体で「稼働率 90％超え」の達成を目指す。職員が安心して働き、地域から信頼される事業所

づくりを引き続き推進していく。 



4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計
26 27 25 27 26 26 27 25 27 24 24 26 310

707 694 631 683 657 703 743 677 719 608 592 639 8,053
77 74 72 71 74 76 74 74 80 77 72 72 893

令和7年度 27.2 25.7 25.2 25.3 25.3 27.0 27.5 27.1 26.6 25.3 24.7 24.6 26.0
令和６年度 25.9 25.7 26.5 26.3 25.8 26.9 26.9 26.8 26.0 27.4 27.1 27.6 26.6
令和7年度 90.6% 85.7% 84.1% 84.3% 84.2% 90.1% 91.6% 90.3% 89.1% 84.4% 82.2% 82.1% 86.6%
令和６年度 86.4% 85.8% 88.4% 87.5% 85.9% 89.8% 89.8% 89.6% 86.8% 91.3% 90.4% 92.1% 88.7%
令和7年度 8,141 7,891 7,328 7,773 7,494 8,071 8,528 7,803 8,321 7,108 6,774 7,410 92,642
令和６年度 7,476 7,399 7,668 7,776 8,075 7,816 8,103 7,799 7,578 7,476 7,684 8,535 93,385

延べ人数
実人数

社会福祉法人みその会　　令和7年度　通常規模型通所介護　稼働実績 及び 事業総収入

＊　令和６年度４月から月～土曜日（定員３０名）で開所（日曜日は職員不足により休館）
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令和７年度 活動報告（上半期）                

 【行事】 【日中活動】 【地域交流 

地域の会議】 

【運営・施設整備】 【研修】 

令和７年 

4月 

お花見ドライブ 

 

カラオケ発表会 

選択クラブ活動 

カレンダー作り 

壁画製作 

ゴミ袋作り 

地域カフェ 職員会議① 運営会議① 

経営戦略会議① 

財務監査① 

昨年度の事業総括 

法人理念・職業倫理・

接遇について 

令和 7年度事業計画の

周知 

 

 

5月 

伊勢大神楽（獅子舞来所） 

BBQ（水曜日、木曜日） 

選択クラブ活動 

カレンダー作り 

壁画製作 

ゴミ袋作り 

ケアリング

祭り 

職員会議② 運営会議② 

経営戦略会議② 

財務監査②  

令和６年度監事監査 

食中毒の発生予防につ

いて 

生活習慣病の予防 

 

 

6月 

お楽しみ会（金曜日、土曜日） 

100歳利用者誕生日会 

 

玉ねぎ収穫 

選択クラブ活動 

カレンダー作り 

壁画製作 

ゴミ袋作り 

 職員会議③ 運営会議③ 

経営戦略会議③ 

財務監査③ 

第２９回理事役員会  

第３０回理事役員会 

第２４回評議員会 

事業計画の理解と推進 

BCP業務継続計画 

消防机上訓練 

 

7月 

ベビーカステラ作り（月曜日・火

曜日 

選択クラブ活動 

カレンダー作り 

壁画製作 

ゴミ袋作り 

地域カフェ 職員会議④ 運営会議④ 

経営戦略会議④ 

財務監査④ 

認知症の理解と展開 

 

 

8月 

夏祭り（水曜日～金曜日） 

 

 

選択クラブ活動 

カレンダー作り 

壁画製作 

ゴミ袋作り 

 職員会議⑤ 運営会議⑤ 

経営戦略会議⑤ 

財務監査⑤ 

個人情報保護について 

 

 

9月 

敬老祝賀会（15日～20日） 

秋のお彼岸 

おはぎ作り(22～26日) 

 

選択クラブ活動 

カレンダー作り 

壁画製作 

ゴミ袋作り 

 職員会議⑥ 運営会議⑥ 

経営戦略会議⑥  

財務監査⑥ 

事業計画の中間評価と

下半期の展開 



 

令和７年度 活動報告（下半期） 

 【行事】 【日中活動】 【地域交流・ 

地域の会議】 

【運営・施設整備】 【研修】 

 

 

10月 

事業所内運動会（13日～15日） 

バーベキュー（金曜日、土曜日） 

ハロウィンコスプレ写真撮影会 

27日～31日 

選択クラブ活動 

カレンダー作り 

壁画製作 

ゴミ袋作り 

地域カフェ 職員会議⑦ 運営会議⑦ 

経営戦略会議⑦ 

財務監査⑦ 

 

避難訓練 

 

 

11月 

紅葉ドライブ（17日～22日） 

焼き芋（水曜日、木曜日） 

秋のお楽しみ会（月曜日、火曜日） 

 

選択クラブ活動 

カレンダー作り 

壁画製作 

ゴミ袋作り 

 職員会議⑧ 運営会議⑧ 

経営戦略会議⑧ 

財務監査⑧ 

 

感染症対策・ 

手指衛生の基本 

嚥下の仕組みと嚥下体

操 

 

 

12月 

クリスマス会(22日～27日) 

 

利用者忘年会（鍋）（18日～20日） 

 

選択クラブ活動 

Xマスケーキ作り 

カレンダー作り 

壁画製作 

ゴミ袋作り 

 職員会議⑨ 

運営会議⑨ 

財務監査⑨ 

経営戦略会議⑨ 

第２５回評議員会 

第３１回理事役員会 

高齢者虐待防止及び身

体拘束排除について 

令和８年 

1月 

利用者新年会（鍋）（12日～14日） 

書き初め 

 

選択クラブ活動 

カレンダー作り 

壁画製作 ゴミ袋作り 

地域カフェ 運営会議⑩ 

財務監査⑩ 

経営戦略会議⑩ 

法人研修 

事故予防について 

 

2月 

節分太巻き作り、豆まき（3日） 

冬のお楽しみ会（水曜日、木曜日） 

 

 

選択クラブ活動 

カレンダー作り 

壁画製作 ゴミ袋作り 

 職員会議⑪ 

運営会議⑪ 

財務監査⑪ 

経営戦略会議⑪ 

各法人による研修発表 

令和 7年度事業計画下

半期評価 

 

 

3月 

桃の節句(3日、4日)ケーキ作り 

カラオケ大会(21日、23日) 

お彼岸おはぎ作り 

 

選択クラブ活動 

カレンダー作り 

壁画製作 ゴミ袋作り 

 職員会議⑫ 

運営会議⑫ 

財務監査⑫ 

経営戦略会議⑫ 

第２６回評議員会 

第３２回理事役員会 

管理職研修 

 



令和 7年度 ケアプランセンター希繋 

年間総括  

【中期的重点計画①】職員の資質の向上 

●法人理念を実現できる人材育成 

 ・個別計画をたて課題を把握、解決することにより、スキルアップに繋げてい

きます。 

  →個別計画を立て、そこから課題を把握、解決することを意識し、継続的な

スキルアップを目指して取り組んできました。 

   社会資源を知ることにより、介護保険以外のサービス支援を行い、ご利用

者様の生活の質を上げることができました。 

   企画研修目標については、南丹市ケアマネ連絡会等において研修の企画・

開催を行うことができました。研修を企画・開催する中で、課題の把握や

カリキュラム構成をすることによりスキルアップに繋がっています。研

修を実施することで、知識や支援方法の共有につながるとともに、介護支

援専門員同士の横のつながりを深める機会となっています。  

 ・法人理念に沿った支援が行えるように自己研鑽に努めます。 

  →居宅会議において困難事例の検討を行うことで、支援内容が法人理念に

基づいたものとなっているかを振り返り、多角的な視点から支援の在り

方を確認する機会となりました。 

     

●積極的な研修の参加 

 ・法人研修年間計画、事業所研修計画に基づき、ＯＪＴ、介護支援専門員会が

主催する研修、地域の研修等に参加し知識を深めます。 

  →本年度は、法人研修、外部研修（認知症、高齢者虐待、嚥下困難な方の調

理方法、退院時の支援方法等）、事例検討会や京都府介護支援専門員研究

大会など幅広く研修に参加し、知識、技術の向上に努めました。 

 ・研修参加後は、居宅会議で伝達研修を受けることで、事業所全体でのスキル

アップに繋げていきます。 

  →受講した研修内容については、居宅会議等を通じて情報共有を行い、日々

の支援や業務に活かせるように取り組みました。来年度は、必要に応じて

法人内の会議等でも研修内容の共有を図り、事業所だけでなく法人全体

での知識・技術の向上につなげていきたいと考えております。 

 



●苦情や相談についての対応 

 ・ご利用者様及びご家族様、各支援者からの苦情及び相談については、保険者・

包括支援センター、各支援者と連携を図り、迅速に対応できるように努めま

す。 

 →ご利用者様およびご家族様からの苦情申し出はありませんでした。 

今後も苦情がないことを満足するのではなく、小さな不安やご意見にも早期

に気付けるよう、日ごろから相談しやすい関係づくりに努め、サービスの質

の向上につなげていきます。 

 ・研修や勉強会に参加し、コミュニケーション技術のスキルアップを目指しま

す。 

 →コミュニケーションを目的とした研修を受講し、面談技術の向上に努めま

した。その学びを活かし、ご利用者様、ご家族様との円滑なコミュニケーシ

ョンを図りながら、信頼関係を構築に努めました。 

 

【短期的重点計画①】事業運営の安定化 

●居宅介護支援の特定事業所加算 Aの算定 

・特定事業所加算 Aを算定することにより、事業の安定化を目指します。 

→①特定事業所加算 A の算定については令和７年４月～12 月の期間のみ算

定しました。 

今年度は終了となるケースが多かったことに加え、新規利用者の相談件数が

減少しました。また新規利用者についても要支援の割合が多かったことから、

事業所の業績は年間目標数値に届くことが難しい状況となりました。今後は、

地域包括支援センターや関係機関との連携強化を図りながら、新規相談につ

ながる関係つくりを行っていきます。 

  ②令和 8年度の目標として、処遇改善加算を取得し収益アップに繋げます。 

・自主点検表やケアプラン点検を行い、適正な事業所運営をおこないます。 

 →自主点検表やケアプラン点検を行うことで、介護保険制度の知識を身につ

け適正に加算取得をします。 

   

●ケアマネジメントの充実 

・公正中立なケアマネジメントを行い、ご利用者様が住み慣れた地域で必要な

サービスが切れ目なく提供できるように保険者、医療、介護等と連携を取り

情報共有に努めます。 

→ご利用者様、一人ひとりの思いや生活背景を大切にしながら、個別性を意識

したケアマネジメントに努めました。保険者、医療、事業所等と連携を密に



図り、多職種協働による支援を行うことで、ご利用者様が住み慣れた地域で

安心して生活を継続できるように支援をしました。 

・ご利用者様、ご家族様の多様なニーズに対応、ご利用者満足度調査等、PDCA

サイクルを行い、質の高い支援が提供できるように努めます。 

→①難病、経済的困窮など、さまざまな課題を抱えるご利用者様、ご家族様の

ニーズに寄り添った支援を実施しました。ご利用者様、ご家族様が希望す

る生活、その人らしい人生が送れるように、状態変化や課題の早期発見に

努め、必要時には柔軟にケアプランの見直しを行いました、 

②ご利用者満足度調査は実施しておりません。日々の関りやモニタリング、

サービス担当者会議等を通じて、ご意見やご要望の把握に努めました。 

来年度は、ご利用者様やご家族様の声をより客観的に把握し、サービスの

質の向上につなげるために、満足度調査の実施をしていきます。 

・ご利用者様、ご家族様とのコミュニケーションを大切にした支援を提供いた

します。 

 →ご利用者様、ご家族様の声に耳を傾け、日々の関りの中で思いや不安、希望

を丁寧に伺い、その人らしい生活の継続につながる支援を心がけました。今

後も信頼関係を大事しながら、ご利用者様、ご家族様に寄り添った支援を行

います。 

 

【短期的重点計画②】感染症、災害への対応の強化 

●感染症予防及びまん延防止のための対策 

・感染予防の基本的対策に努めます。 

→日々、手洗いや手指消毒などの感染症予防の基本的な対策を継続して実施 

しました。またご利用者様、ご家族様、関係機関とも情報共有を行いながら、 

 感染拡大防止に努めながら支援を行いました。 

・感染症予防及びまん延防止のための訓練、指針の整備、対策を検討する委員

会を定期的に開催するとともに、その結果について従業者に周知します。 

→運営会議において感染症予防委員会や研修に参加し、感染症予防に関する知

識や対応方法の確認を行いました。居宅会議にて情報共有を図り、職員間で

感染症予防に対する意識統一と対応力の向上に努めました。 

 

●災害時対策 

・災害時、必要なサービスが継続的に受けられるようにＢＣＰに沿った支援が

行えるように努めます。 

・会議や研修に参加し、災害を想定した訓練を定期的に行います。 



  →①令和7年10月8日 ケアリングみその会合同消防訓練実施しました。 

令和 7年 10月 24日 デイサービスセンター希繋建物火災訓練参加し 

ました。 

   運営会議や居宅会議において災害時の机上訓練を実施しました。 

  ②園部地域の介護支援専門員会議で災害時机上訓練を開催、実施しました。 

③南丹地域ケアマネ連絡会では２月に BCP研修を受講しました。 

 

【短期重点計画③】高齢者虐待防止の推進・身体的拘束等の適正化

の推進 
●高齢者虐待防止の推進 

 ・虐待防止対策を検討する委員会を定期的に開催し、その結果について従業者

に周知を図ります。 

 →運営会議にて虐待防止対策の委員会や研修会を定期的実施にしています。 

  虐待防止に関する意識を持ちながら、適切な支援の実践に取り組みました。 

 ・研修会等に参加することにより、虐待についての知識を深めます。 

 →虐待研修を運営機会議で行うとともに、高齢者虐待の外部研修会に参加し、

虐待について理解を深めて、利用者の尊厳を大切にした支援に努めました。 

   

●身体的拘束等の適正化の推進 

 ・利用者又は他の利用者等の生命又は身体を保護するため緊急やむ得ない場

合を除き、身体的拘束を行ってはならないこと、身体拘束等を行う場合には、

その態様及び時間、その際の利用者の心身の状況並びに緊急やむ得ない理

由を記録します。 

 →年間を通して身体拘束に該当する事例は認めらえず、利用者の尊厳や意思

を尊重した支援を継続することができました。 

 

【短期的重点計画④】地域の活性化 

●地域の課題やニーズを発掘 

・地域ケア会議等の参加や事例検討会を開催することで、地域の課題やニーズ

を発掘し、新たな社会資源を作り、地域住民と共生社会の実現に努めます。 

→園部地域の介護支援専門員事例検討会を開催し、地域の課題を抽出し共有す

ることはできたが、新たな社会資源の創出には至らなかったため、今後の課

題として必要な支援体制作りを検討していきます。 

●地域住民との交流 

・地域の行事に参加し、顔の見える関係作りを積極的に努めます。 



→①地域の研修会（人権学習）に参加し、地域住民との交流や関係作りに努め

ました。 

②グループ法人主催の「ケアリング祭り」は企画から運営まで携わることで、

職員と連携を図りながら、地域住民と交流を深めるとともに、地域貢献に

繋げることができました。 

  地域住民からも好評で、地域とのつながりを再確認する機会となりました。 

③「いきいき地域カフェ」を開催し、介護相談、勉強会、茶話会等をするこ

とで地域住民の交流の場所となるように努めました。 

  「いきいき地域カフェ」については、年間通して継続的に開催し、令和 7

年度は、99名の地域住民の方が参加していただきました。 

  グループ法人の栄養士、看護師や介護職員等が参加し、専門職それぞれの

視点を生かした関りを行うことで、グループ法人として一体的に取り組む

活動となりました。 

その結果、法人の職員が地域住民との繋がりを深め、地域貢献につなげる

ことができました。 

 地域住民の交流する場所として、「いきいき地域カフェ」の開催を楽しみ

にしてくださる方も多く、継続的な関わりのなかで信頼関係が構築されて

きました。 

その結果、今年度は「いきいき地域カフェ」の参加者から介護相談を２件

受けることができました。 

今後も日常生活のおける困りごとが生じた際に、気軽に相談ができる身近

なサロンとして引き続き取り組んでまいります。 

 

＜いきいき地域カフェ＞ 

  ４月 ①介護相談・訪問販売注意啓発  ②栄養によるレシピ教室 

  ５月 地域交流「ケアリング祭り」 

  ６月 外食会「八光亭」・道の駅京丹波味夢の郷 

  ７月 ①食中毒予防について ②健康教室（航空ケア） 

  ８月 ①介護保険について  ②体操教室 

  ９月 買い物に行こう（サンガスタジアム見学・道の駅ガレリアかめおか） 

１０月 事業所発表会 ①通所介護「希繋」 ②地域密着型「ケアリングみ

そのまち」 

１１月 日帰り旅行 （黄桜カッパカントリー・伏見十石船） 

１月 ①感染症予防について ②栄養士によるレシピ教室 

2月 ①介護保険について ②振り返り・次年度の取組について 

3月 年度末慰労会 （喫茶わかばにて食事会）  



   11 月 日 帰 り 旅 行  （ 伏 見 十 石 船  周 辺 ）

 


